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１．研究目的 

  高エネルギー加速器研究機構では、国際リニアコライダー(ILC)計画があり、広範な森林地域の地下に加

速器施設および実験施設が設置されることになる。放射線安全の見地より、発生する放射線を随時測定し遠隔

監視する必要がある。実証実験として、惑星圏飯舘観測所で空間放射線量計測を行う。 
２．研究方法 

高エネルギー加速器研究機構のガイガーミュラー放射線測定器を飯舘観測所研究棟の近くの野外に設置

し、装置は施設から電源供給を得て、インターネット接続して測定データを随時送信して常時モニターできる

ようにしている。２０２１年度は、放射線測定器の校正交換を行った。 
３．考察等 

２０１２年２月からの線量の変化を以下の左図に示す。２０１２年９月までは研究棟内に設置し、その後屋

外に設置して計測を続けている。２０２１年４月から２０２２年３月の線量を右図に示す。 
２０２１年夏に異常値が見られるが、高温などの影響も考えられるが、原因は不明である。２０２１年１２

月には、積雪があり大きく遮蔽されたことがわかる。２０２２年３月の雪の影響もあり、気象データと一致す

ることを確認している。 
２０１５年の除染以来、物理減衰に近い変化が見られる。村内の各所に比べ物理減衰に近いところとして、

重要な測定点と思われ、引き続き継続測定が必要だと思われる。 
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